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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・法人の規定・規則・内規がみんなの共有フォルダー上に掲示されている。各自確認すること。
＜利用者情報＞
・森　美智男様～本日､妻より情報提供がある。最近､喉の通りが悪くなっている様子があるとのことで､今週八戸市立市民病院消化器科の定期受診時に主治医へ相談してくる予定であるとのこと。食事の際は注意して見てほしいとの相談があり､本日の調理訓練時､状況を確認。秋刀魚を摂取する際､嚥下に問題はなく､飲み込みづらそうな様子はない。八戸市立市民病院受診時の状況等について確認していく。
・清水頭　翼様～昨日､就労継続支援A型｢あっとワーク｣の体験利用を実施。13時～16時まで､薪割り･薪運搬作業等を行ったとのことで､｢けっこう疲れた｣と苦笑いしている。しかし､やりがいを持って作業に取り組めたようで､｢利用したいと思った｣と話している。しかし､同施設が現在定員オーバーで､半年後より利用が可能となると言われたとのこと。せっかく自分に合う作業を見つけたのであれば､半年間は体力作りをして準備し､万全な状態で同施設の利用を開始することも良いのではと説明するも､早めに通いたいという気持ちがある様子。10/2（木）体験利用予定である､就労継続支援A型｢ドリーム｣での作業をやってみて､その後に再度検討することとしている。

・大下　良悦様～昨日､青風荘に帰荘すると身体の震えを訴えており､19:30頃検温すると39℃で､スタッフが声を掛けると「何でもないです」と話している。今朝は37.9℃まで解熱されているが､咳や痰がみられ悪寒もするとのこと。朝食は全量摂取している。鹿内内科受診のため､本日デイナイトケアを欠席されている。来所時には身体症状を確認していき､適時介入していく。

・村上　元道様～来所時から首の痛みを訴えており、状況を確認。「首をひねったかもしれない」と話しているが、覚えは無いとのこと。その他身体不調の訴えは無く、入浴後には「首の痛みが良くなった」と報告している。以降は、他メンバーと麻雀をして表情良く過ごしている。身体状況を確認し、痛みがあった際には対処法を検討し伝えていく。

＜外来情報＞

・森　美智男様～以前は麺類は喉に入っていたが、現在はそうめんでも詰まるとのこと。食物が喉に詰まるとトイレで吐く事があり､本人や妻が「いつものこと」と話している。医師からは気を付けるように言われている。

・上川原　豊様～薬剤調整目的にて、ハルラック錠(0.25)1T中止し、ブロチゾラム1T→2Tに増薬となる。不眠時頓服するブロチゾラムは中止となる。

・大下　良悦様～本人が発熱した為、代わりに青風荘のスタッフが鹿内内科を受診している。受診時、日赤呼吸器内科を紹介され、入院になるかもしれないとの説明を受けている。

・鈴木　惇浩様～デイケアの利用を検討しており、医療費が1割負担になったら利用したいと話している。
